
地震及び地震情報に対する学校の対応について 

 

 

１ 地震災害における教育活動の実施基準                    

 

（１）地震災害発生時の教育活動実施基準 

状 況 基 準 

地震 

南海トラフ地震臨時情報 

調査中 □ 直ちに教育活動を中止 

巨大地震警戒 □ 原則、教育活動を中止 ※1 

巨大地震注意 □ 原則、教育活動を中止 ※1 

調査終了 □ 原則、通常授業 

学校が所在する地域で震度５強以上の地

震が発生したとき 
□ 直ちに教育活動を中止 

学校が所在する地域で震度５弱以下の地

震が発生したとき 

□ 通常授業、ただし状況に応じて

授業中止 

※1 巨大地震警戒または注意が発表されてから１週間程度経ったところで、教育活動再開

についての指示を発出する。 

 

  



 

２ 地震発生時の対応                               

 

（１）大規模地震発生時の対応（在校時）     

実施項目 実施者 

発
生
直
後
の
安
全
確
保 

□ 学生に対し明確な指示を出す。 

「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に身を寄せる 

教室 

頭を

守る 

机の下に隠れる（机の脚を持つ）外に飛び出さない 

廊下・階段 ガラスに注意して中央で伏せる 

実習場 落下物及び倒壊物に注意して中央で伏せる 

屋外（校舎敷地内） 校舎から離れ中央で伏せる 

□ 火気の消火（電源を切り・ガスの元栓を閉める） 

□ 出入口を確保する。 

授業担

当者又

はその

場にい

る職員 

避
難
誘
導 

□ 学生に対し明確な指示を出す。 

「押さない・走らない・しゃべらない・戻らない」 

作業帽子等で頭部を保護する。余計な荷物を持たないで避難する。 

□ 名簿、ホイッスル等を携行し、学生を一次避難場所（安全な場所）に誘導する。 

□ 隣接クラスが連携して避難し、集団の前後に教職員を配置する。 

□ 学生の不安の緩和に努める。 

□ 避難の際に支援を要する者への対応に配慮する。 

□ 校内にいる人員の状況を把握する（点呼・欠席者・負傷者等）。 

□ ２次災害等の危険が予想された場合は直ちに安全な場所に避難する。 

授業担

当者又

はその

場にい

る職員 

点呼、

人員状

況把握

は担任 

 

 

  避難完了後は、災害対策本部を設置し、各班の対応行動を開始する。  

宮前地区 地震緊急避難場所（一次避難地）・・・ 

東海大学短期大学部 葵区宮前町101 収容人数276人 

（２）登下校時又は校外活動中における学生への指導 

指導項目 実施者 

□ 最寄りの避難場所等の安全な場所に避難すること。 

□ バス・電車等では運転手・駅員の指示に従うこと。 

□ 家庭や学校と連絡を取り、状況を報告し、指示に従うこと。 

□ 流言等の不正確な情報に惑わされず行動すること。 

□ 教務課長等 

   ↓ 

リーダー、担任 

 

（３）休校日、放課後及び夜間の安否確認手段 

・教職員の安否確認はＳＯＵＤＡを使い行う。 

・学生の安否確認はグーグル・フォームを使い行う。 


